
あ
る
。
と
き
ど
き
、
男
女
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
講
習
会
な
ど

で
、
男
女
で
グ
ル
ー
プ
を
作
っ

て
あ
る
テ
ー
マ
で
議
論
し
て
も

ら
う
こ
と
が
あ
る
。
討
論
の
後

で
感
想
を
聞
く
と
、
男
女
で
か

な
り
は
っ
き
り
と
し
た
差
が
出

る
の
だ
。

　

男
性
か
ら
は
「
女
性
と
議
論

す
る
と
話
が
あ
っ
ち
こ
っ
ち
に

行
っ
て
し
ま
っ
て
、
結
論
が
す

ぐ
に
出
な
い
の
で
イ
ラ
イ
ラ
す

る
」
と
い
っ
た
声
が
出
る
。
と

こ
ろ
が
、
女
性
か
ら
は
「
男
性

と
討
論
す
る
と
す
ぐ
に
結
論
を

求
め
た
が
っ
て
、
き
ち
ん
と
話

が
で
き
な
い
」
と
い
う
苦
情
が

出
て
く
る
の
だ
。

　

実
際
、
男
性
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
は
レ
ポ
ー
ト
（
要
件

重
視
）
型
に
、
女
性
の
そ
れ
は

ラ
ポ
ー
ル
（
関
係
重
視
）
型
に

な
り
が
ち
だ
と
い
わ
れ
る
。
男

性
た
ち
は
、
要
件
が
伝
わ
れ
ば

そ
れ
で
Ｏ
Ｋ
と
考
え
が
ち
だ
。

し
か
し
、
女
性
た
ち
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、

お
互
い
の
関
係
性
を
確
認
し
よ

う
と
す
る
傾
向
が
強
い
の
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
、
仕
事
の
場
で

は
、
基
本
的
に
レ
ポ
ー
ト
型
が

有
効
な
の
だ
ろ
う
（
女
性
の
社

会
参
画
の
た
め
に
は
こ
の
面
で

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
に
な

る
は
ず
だ
）
。
し
か
し
、
仕
事

以
外
の
場
（
例
え
ば
家
庭
や
地

域
生
活
）
で
は
、
ラ
ポ
ー
ル
型

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重

要
な
の
だ
。
と
こ
ろ
が
、
男
性

は
こ
れ
が
苦
手
の
よ
う
だ
。

　

以
前
、
司
法
関
係
者
の
集
ま

り
で
講
演
を
し
た
と
き
、
こ
の

レ
ポ
ー
ト
型
／
ラ
ポ
ー
ル
型
の

話
を
し
た
。
講
演
会
後
の
飲
み

会
で
、
監
察
医
が
「
あ
な
た
の

話
の
と
お
り
だ
。
監
察
医
と
し

て
変
死
体
を
何
千
と
解
剖
し
て

き
た
経
験
か
ら
い
う
と
、
一
人

暮
ら
し
の
女
性
の
高
齢
者
の
変

死
は
３
日
以
内
に
発
見
さ
れ
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
長
期
間

発
見
さ
れ
な
い
の
は
み
ん
な
男

だ
」
と
い
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

話
し
て
く
れ
た
。
確
か
に
、
孤

独
死
は
一
人
暮
ら
し
の
男
性
に

目
立
つ
。
こ
こ
に
も
、
要
件
抜

き
で
は
何
も
し
ゃ
べ
れ
な
い
男

性
た
ち
の
悲
劇
が
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
や
っ
て
く
る
高
齢

社
会
、
男
性
に
と
っ
て
関
係
性

重
視
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
、

何
よ
り
も
問
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

教
授
・
伊
藤
公
雄
氏
（
５
回
シ

リ
ー
ズ
）

※
今
回
の
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い

て
、
感
想
を
人
権
室
ま
で
お
寄

せ
下
さ
い
。

問
合
先　

人
権
室
（
☎
６
９
９

２
・
１
５
１
２
）

　

各
種
感
染
症
、
食
中
毒
、
衛

生
的
に
も
有
害
な
ね
ず
み
を
駆

除
し
て
、
快
適
な
生
活
環
境
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
期
間
中
、
捕
そ
器

の
貸
し
出
し
と
殺
そ
剤
を
配
布

し
て
い
ま
す
（
無
料
）
。

と
き　

11
月
１
㈯
〜
30
日
㈰

と
こ
ろ　

環
境
政
策
課
、
庭

窪
・
東
部
・
三
郷
・
錦
の
各
公

民
館
、
守
口
保
健
所

ね
ず
み
が
媒
介
す
る
病
気

　

食
中
毒
、
ワ
イ
ル
病
、
ツ
ツ

ガ
ム
シ
病
、
そ
こ
う
症
な
ど

ね
ず
み
の
病
害
を
な
く
す
に
は

①
環
境
的
駆
除

○
台
所
な
ど
で
出
し
た
ま
ま
の

食
品
、
残
飯
類
は
、
ね
ず
み

の
え
さ
に
な
る
の
で
、
完
全

に
保
管
・
処
理
す
る

○
ね
ず
み
の
通
路
を
ふ
さ
ぎ
、

家
に
ね
ず
み
が
入
れ
な
い
よ

う
に
す
る

②
機
械
的
・
化
学
的
駆
除

○
捕
そ
器
、
殺
そ
剤
を
有
効
に

使
っ
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
一

斉
に
ね
ず
み
を
退
治
す
る

※

捕
そ
器
お
よ
び
殺
そ
剤
は
、

子
ど
も
た
ち
の
手
に
ふ
れ
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

　

期
間
中
、
市
エ
イ
フ
ボ
ラ
ン

タ
リ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
地
区
長

の
協
力
で
、
希
望
者
に
対
し
て

１
世
帯
１
袋
の
殺
そ
剤
を
無
料

配
布
し
ま
す
。

問
合
先　

環
境
政
策
課
（
☎
６

９
９
２
・
１
５
１
１
）

と
き　

▽
展
示
部
門　

平
成
27

年
２
月
28
日
㈯
午
後
１
〜
５

時
、
３
月
１
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
▽
ス
テ
ー
ジ
部
門　

平
成
27
年
３
月
１
日
㈰
午
後
１

〜
４
時

と
こ
ろ　

エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー
ル
、

３
階
研
修
室

募
集
内
容　

▽
展
示
部
門…

１

団
体
（
個
人
も
可
）
１
区
画

で
、
机
（
60×

180
㎝×

２
脚
）

ま
た
は
パ
ネ
ル
（
180×

180
㎝×

２
枚
）
▽
ス
テ
ー
ジ
部
門…

１

　

毎
年
11
月
12
〜
25
日
（
25
日

は
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃

国
際
日
）
の
２
週
間
、
「
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
」
が
全
国
で
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

暴
力
は
、
そ
の
対
象
の
性
別

や
加
害
者
、
被
害
者
の
間
柄
を

問
わ
ず
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴

力
、
性
犯
罪
、
売
買
春
、
人
身

取
引
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為

な
ど
の
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、

女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す

る
も
の
で
す
。
暴
力
を
根
絶
す

る
に
は
、
何
よ
り
も
一
人
ひ
と

り
の
人
権
尊
重
の
意
識
の
向
上

が
大
切
で
す
。
被
害
を
受
け
て

い
た
り
、
暴
力
を
見
聞
き
し
た

り
し
て
、
一
人
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。
そ
ん
な
時
は
ま
ず
相

談
し
て
下
さ
い
。

男
性
に
と
っ
て
の

  

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

　

昨
年
７
月
、
厚
生
労
働
省
が

ち
ょ
っ
と
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
調

査
デ
ー
タ
を
公
表
し
た
。
単
身

高
齢
男
性
の
う
ち
「
２
週
間
に

１
回
以
下
し
か
会
話
を
し
て
い

な
い
」
と
い
う
人
の
割
合
が

16
・
７
％
に
上
る
と
い
う
の
で

あ
る
。
な
ぜ
、
こ
ん
な
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。

　

実
は
、
思
い
当
た
る
こ
と
が

男性にとっての男女共同参画

11
月
12
水

　
〜
25
日
火

②

男も変わり目男も変わり目

と
き　

12
月
６
日
㈯
午
後
２
時

（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

と
こ
ろ　

エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー
ル

内
容

▽
人
権
啓
発
作
文
入
選
者
表
彰

式▽
講
演
会
・
テ
ー
マ
「
命
を
大

切
に
す
る
こ
と
、
輝
い
て
生
き

る
こ
と
」

講
師　

道
上
洋
三
さ
ん
（
朝
日

放
送
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
）

　

そ
の
他
、
「
市
民
人
権
な
ん

で
も
相
談
所
」
「
人
権
街
頭
啓

発
」
も
行
い
ま
す
。

※

入
場
無
料
（
た
だ
し
、
整
理

券
が
必
要
）

※
手
話
通
訳
あ
り

※
一
時
保
育
（
０
歳
〜

就
学
前
ま
で
）
を
希
望

す
る
人
は
、
11
月
28
日

㈮
ま
で
に
申
し
込
ん
で

 

人
権
擁
護
委
員

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の

み
な
さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を
受

け
た
り
、
み
な
さ
ん
の
人
権
意

識
を
高
め
る
た
め
の
啓
発
活
動

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
現
在
10
人
の
人
権

擁
護
委
員
が
法
務
大
臣
の
委
嘱

を
受
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
問
題
な
ど
で
悩
ん
で
い

る
人
は
、
近
く
の
人
権
擁
護
委

員
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

　

犯
罪
の
多
く
は
、
他
の
人
の

人
権
を
無
視
し
た
行
為
で
す
。

あ
る
日
突
然
、
本
人
の
意
思
と

は
関
係
な
く
犯
罪
に
巻
き
込
ま

れ
ま
す
。

　

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
苦
し

め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
社
会
の
無
理
解
な
ど
か

ら
、
被
害
を
受
け
た
一
端
が
被

害
者
自
身
に
あ
る
か
の
よ
う
に

誤
解
さ
れ
孤
立
す
る
な
ど
、
こ

れ
ま
で
十
分
な
支
援
を
受
け
ら

れ
ず
に
い
ま
し
た
。

　

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
人
、

そ
の
家
族
の
状
況
や
心
情
を
理

解
し
、
平
穏
な
生
活
を
取
り
戻

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
社
会
全

体
で
支
え
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
的
な
気
運

の
高
ま
り
を
受
け
、
平
成
17
年

４
月
「
犯
罪
被
害
者
等
基
本

法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
年
12
月
に
は
「
犯
罪
被
害

者
等
基
本
計
画
」
が
策
定
さ

れ
、
毎
年
11
月
25
日
〜
12
月
１

日
の
１
週
間
を
「
犯
罪
被
害
者

週
間
」
と
定
め
、
犯
罪
被
害
者

な
ど
へ
の
理
解
を
深
め
る
た

め
、
期
間
中
、
国
や
地
方
公
共

団
体
な
ど
が
、
集
中
的
な
啓
発

事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

問
合
先　

人
権
室
（
☎
６
９
９

２
・
１
５
１
２
）

下
さ
い
。

整
理
券
申
込
・
問
合
先　

11
月

４
日
㈫
か
ら
人
権
室
（
☎
６
９

９
２
･
1
5
1
2
）

あ
な
た
の
街
の

 

相
談
パ
ー
ト
ナ
ー

11
月
は
ね
ず
み
駆
除
強
調
月
間

女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動第53回

守口市民文化祭

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２０１４

犯
罪
被
害
者
週
間

11
月
25
日
㊋
〜
12
月
１
日
㊊

ど
う
じ
ょ
う 

よ
う
ぞ
う

守口地区人権擁護委員(平成26年10月1日現在)
氏　　　名 住　　　所 ☎

木 村 孝 司

日比野　瀧江

竹内　美喜枝

黒 田 　 悟

德 山 正 廣

村 橋 博 一

讃 岐 信 子

西 口 誠 一

砂原　比佐代

福 田 治 夫

河原町7‒7

大庭町2‒18‒7

滝井元町1‒6‒2

橋波東之町2‒1‒4

日吉町2‒12‒10

大日町2‒29‒5

長池町1‒1

梶町2‒23‒2

大久保町2‒33‒1

高瀬町4‒5‒12

6993‒0213

6909‒2281

6996‒7923

6998‒7918

6993‒1313

6901‒2258

6997‒1023

6902‒2909

6902‒8645

6991‒2753

※相談は無料。相談内容については、堅く秘密
　を守ります。

　

市
で
は
、
人
権
相
談
の
ほ
か

女
性
問
題
専
門
心
理
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
に
よ
る
「
女
性
の
悩
み
相

談
（
要
予
約
）
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。

問
合
先　

人
権
室
（
☎
６
９
９

２
・
１
５
１
２
）

※

全
国
共
通
DV
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（　

０
１
２
０
・
956
・
080
）

団
体
（
個
人
も
可
）
15
分
以
内

（
出
入
り
を
含
む
）

対
象　

市
内
在
住
・
職
・
学
の

人参
加
費　

い
ず
れ
の
部
門
も
３

千
円

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
各
公
民
館
に
設
置
の
募
集

要
項
を
ご
覧
下
さ
い
。
ま
た
、

申
込
多
数
の
場
合
、
出
演
・
展

示
を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

申
込
・
問
合
先　

11
月
20
日
㈭

ま
で
に
、
市
教
委
・
生
涯
学
習

課
（
☎
６
９
９
５
・
３
１
５

８
、　

６
９
９
１
・
３
０
７

８
）

～出演・出展者募集～
斉
一
国
全

権
人
の
性
女

間
週
化
強

女性の人権ホットライン
☎０５７０ｰ０７０ｰ８１０

ゼロナナゼロ の ハートライン

女
性
の
人
権
問
題
の
解
決

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
に
気
軽

に
電
話
し
て
下
さ
い
（
秘

密
厳
守
）
。

と
き　

11
月
17
㈪
〜
21
日

㈮
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

７
時
、
22
㈯
・
23
日
㈷
午

前
10
時
〜
午
後
５
時

問
合
先　

大
阪
法
務
局
人

権
擁
護
部
（
☎
６
９
４
２

・
９
４
９
６
）

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機

関
で
は
、
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
設
置

し
、
女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い

て
相
談
を
受
け
る
な
ど
、

道上洋三さんプロフィール
　山口県出身。山口県立熊毛南高校を経て日本
大学法学部へ。学生時代は110mハードルの選手
として活躍し、インターハイや国体の出場経験
がある。
　1965年、朝日放送(ABC)に入社。｢ABCヤング
リクエスト｣を経て、1977年３月から｢おはよう
パーソナリティ道上洋三です｣で、今なおパーソ
ナリティを務めている。
　また、熱狂的な阪神タイガースファンとして
も知られている。
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